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医学・医療の進歩と生命倫理問題

◆感染症対策をはじめとする医学の進歩による寿命の延長

――終末期医療のあり方の検討

◆人工呼吸器の普及

――患者の選択，開始・中止の基準

――脳死の出現，脳死に対する対応

◆体外受精・代理母などの生殖補助医療の発達

――利用の是非（不妊カップルの希望と子の保護）

◆出生前診断技術の開発（＋避妊・中絶の社会的承認）

――利用の選択，利用の機会の喪失と障害児の出生

◆臓器移植の医療としての定着

――移植用臓器の確保・配分
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臓器移植という医療

◆臓器置換医療――人工臓器，臓器移植

・対象（レシピエント）は局所的疾患に罹患する患者

◆同種移植（人間→人間）・異種移植（動物→人間）

◆生体臓器移植（腎臓［わが国では，1964に第１例，1970年代～普及］，肝
 

臓［1989に第１例，1990年代～普及］，肺［1998に第１例］，骨髄など）

◆死体臓器移植（眼球，腎臓，心臓，肺，肝臓，膵臓，小腸，な
 

ど）
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生命倫理４原則
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生命倫理の４原則

(1) 人に対する敬意（respect for persons）

自己決定できる人については，本人の自由意思に

よる決定を尊重する。

自己決定できない人（子ども，精神障害者・知的

障害者）については，人としての保護を与える。

個人情報の保護（2003.5.個人情報保護法成立）
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生命倫理の４原則

(2) 危害を加えないこと（nonmaleficence）
患者・被験者に危害を加えないこと。

(3) 利益（beneficence）
患者・被験者の最善の利益を図ること。

［将来の患者のために医学の発展を追求するこ
 と。］
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生命倫理の４原則

(4) 正義（justice）

人に対して公正な処遇を与えること。

★相対的正義――同等の者は同等に扱う。

▼配分的正義――利益・負担の公平な配分（限られた
 

医療資源［・臓器］の配分；被験者の選択；被験者と受益
 

者の対応関係）

▼補償的正義――被害を受けた人に対する正当な補償
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臓器移植法
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臓器移植法改正の背景

１．イスタンブール宣言とＷＨＯ指針改正による渡航
 

移植の事実上の禁止。

２．臓器移植法下で小児心臓移植ができない。

３．臓器移植法下で脳死移植数が少数にとどまってい
 

る。
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◆ 1991 年、世界保健機関（WHO ）総会で「移植ガイドライン
 (Guiding Principles on Organ Transplantation)」を採択。（WHA44.25）

◆1990年代から2000年代にかけて、移植用臓器の不足を背景に、
 臓器売買や渡航移植などの問題が顕著になる。

◆WHO では、これに対応するため、2009 年の総会でガイドライン
 の改訂を予定していた。

◆2008年5月，WHOのガイドライン改訂作業に参加してきた国際移
 植学会がトルコのイスタンブールで、「臓器取引と移植ツーリズム
 に関する国際サミット」を開催。78ヶ国、154 名が参加。「イスタン
 ブール宣言（The Declaration of Istanbul on Organ Trafficking and 

Transplant Tourism）」を取りまとめた。

イスタンブール宣言



www2.kobe-u.ac.jp/~emaruyam/

イスタンブール宣言

【原則】６．臓器取引と移植ツーリズムは、公平、正義、人
 間の尊厳の尊重といった原則を踏みにじるため、禁止さ
 れるべきである。

【定義】移植のための渡航（Travel for transplantation）とは、
 臓器そのもの、ドナー、レシピエント、または移植医療

 の専門家が、臓器移植の目的のために国境を越えて移動
 することをいう。移植のための渡航に、臓器取引や移植
 商業主義の要素が含まれたり、あるいは、外国からの患
 者への臓器移植に用いられる資源（臓器、専門家、移植
 施設）のために自国民の移植医療の機会が減少したりす
 る場合は、移植ツーリズム（transplant tourism）となる。
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臓器移植という医療

◆臓器置換医療――人工臓器，臓器移植

・対象（レシピエント）は局所的疾患に罹患する患者

◆同種移植（人間→人間）・異種移植（動物→人間）

◆生体臓器移植（腎臓，肝臓，肺，骨髄など）

死体臓器移植（心臓，肺，肝臓，腎臓，膵臓，小腸，眼球など）

◆死体臓器移植

・ドナー（全身的な機能不全によらず死亡した者）

事故死・脳卒中

・脳死者の臓器――死の原因が脳に局在→移植に適す。
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脳死
◆脳死――全脳（脳幹＋大脳）の不可逆的機能停止

脳幹（延髄，橋，中脳）――呼吸中枢（自発呼吸に必要）

大脳――意識，感情，思考

◆脳死は死か

脳死状態の者は，人工呼吸器によって呼吸が維持されている。

①人工呼吸器がなければ，呼吸・心拍が停止する。

②人工呼吸器が付けられていると，脳以外の身体の恒常性
 （homeostasis）は一応保たれている。

◆「人工呼吸器が付されていなければ……」という条件で考える
 と「死」，「人工呼吸器が付されている限り……」という条件で
 考えると「生」。

 
→人工呼吸器の登場で出現したこれまでな

 かった状態をどのように評価するか？
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移植用死体臓器の摘出に関する法律

◆角膜移植に関する法律

（昭和33年4月17日公布法律第64号，角膜腎臓移植法の制定により廃止）

◆角膜及び腎臓の移植に関する法律

（昭和54年12月18日公布法律第63号，臓器移植法の制定により廃止）

◆臓器の移植に関する法律

（平成9年7月16日公布法律第104号，

改正平成21年6月18日衆議院可決

同7月13日参議院可決

平成21年7月17日公布法律第83号）
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臓器移植法の概要

①臓器移植に関する基本的理念

②臓器移植目的で死体から心臓，肺，肝臓，腎臓，膵
 

臓，小腸，眼球を摘出するための要件

③臓器売買の禁止（すべての臓器移植に及ぶ）

④死体から摘出された臓器のあっせんに関わる要件，
 

など
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現行臓器移植法第６条第１項

①
 
医師は，死亡した者が生存中に臓器を移植術に使用

 
されるために提供する意思を書面により表示している

 
場合であって，その旨の告知を受けた遺族が当該臓器

 
の摘出を拒まないとき又は遺族がないときは，この法

 
律に基づき，移植術に使用されるための臓器を，死体

 
（脳死した者の身体を含む。以下同じ。）から摘出するこ

 
とができる。
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現行臓器移植法第６条第２項第３項

②
 
前項に規定する『脳死した者の身体』とは、その身体か

 ら移植術に使用されるための臓器が摘出されることとな
 る者であって脳幹を含む全脳の機能が不可逆的に停止
 するに至ったと判定されたものの身体をいう。

③
 
臓器の摘出に係る前項の判定は、当該者が第１項に規

 定する意思の表示に併せて前項による判定に従う意思を
 書面により表示している場合であって、その旨の告知を
 受けたその者の家族が当該判定を拒まないとき又は家
 族がないときに限り、行うことができる。［4項以下は省略］
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死体からの移植用臓器の摘出要件

【死体（脳死した者の身体〔以下，「脳死体」という〕も含む）から
 の臓器の一般的摘出要件（6条1項）】

①生前の本人の，提供意思の，書面による表示（ドナーカード→
 

臓器提供意思表示カードや運転免許証・健康保険証へ貼付
 

するシール）

②①の意思表示があったことを知らされた遺族が摘出を拒まな
 

いこと（または遺族がないこと――遺族がない場合について
 

は以下では省略する）
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脳死判定実施の要件

【脳死体から臓器を摘出しようとする場合に，脳死の判
 定を行うための要件（6条3項）】

③本人の，（提供意思に併せて表示される）脳死判定に従う
 

という意思の，書面による表示（臓器提供意思表示
 

カードや運転免許証・健康保険証へのシール）

④③の意思表示があったことを知らされた家族が脳死判
 

定を拒まないこと
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生前に臓器提供の意思表示をなしうる者

◆ガイドライン第１

「民法上の遺言可能年齢等を参考として、法の運用に当たって
 は、15歳以上の者の意思表示を有効なものとして取り扱うこ
 

と。」

◆臓器を分割・縮小して移植することが不可能な心臓などにつ
 いては身体の小さい小児の患者への移植ができない。

【生前の提供意思表示が不可欠】

◆脳死提供者が多くない――平成11年4例，12年5例，13年8例，
 14年6例，15年3例，16年5例，17年9例，18年10例，19年13例，
 20年13例，21年6例（21年11月まで，累計82例）。
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本人意思不可欠の例外

◆死体から移植用臓器を摘出するためには，本人の臓器提供
 

意思の表示があることが不可欠

◆例外として附則４条第１項（心臓死体／眼球・腎臓の摘出）

「医師は、当分の間、第６条第１項に規定する場合のほか、［死
 

亡した者が生存中に提供意思の有無を表明していない場合
 

であって、］
 
遺族が当該眼球又は腎臓の摘出について書面

 
により承諾しているときにおいても、移植術に使用されるため

 
の眼球又は腎臓を、同条第２項の脳死した者の身体以外の

 
死体から摘出することができる。」
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角膜腎臓移植法(昭和54年)の承諾要件

第3条
 
③

 
医師は，･･････死体からの眼球又は腎臓の摘出を

 
しようとするときは、あらかじめ、その遺族の書面による承

 
諾を受けなければならない。

ただし、死亡した者が生存中にその眼球又は腎臓の摘出
 

について書面による承諾をしており、かつ、医師がその旨を
 

遺族に告知し、遺族がその摘出を拒まないとき、又は遺族
 

がないときは、この限りでない。
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脳死臨調答申（平成4年1月）

◆臨時脳死及び臓器移植調査会答申「脳死及び臓器移
 

植に関する重要事項について」（平成4年1月22日）

「脳死をもって社会的・法的にも『人の死』とするこ
 

とは妥当な見解であると思われ」、また、「脳死を
 

もって『人の死』とすることについては概ね社会的
 

に受容され合意されているといってよいものと思わ
 

れる。」
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臓器の移植に関する法律案（各党協議会案）
 （脳死臨調答申(平成4年1月)後の平成6年4月12日国会提出）

第6条
 
医師は、次の各号のいずれかに該当する場合には、移

 植術に使用されるための臓器を、死体（脳死体を含む。以下
 同じ。）から摘出することができる。

一
 
死亡した者が生存中に当該臓器を移植術に使用されるため

 に提供する意思を書面により表示している場合であって、その
 旨の告知を受けた遺族が当該臓器の摘出を拒まないとき又
 は遺族がないとき。

二
 
死亡した者が生存中に当該臓器を移植術に使用されるため

 に提供する意思を書面により表示している場合及び当該意思
 がないことを表示している場合以外の場合であって、遺族が
 当該臓器の摘出について書面により承諾しているとき。
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中山修正案（平8年6月）・中山案（平8年12月）

第6条
 
医師は、死亡した者が生存中に臓器を移植術に使用される

 ために提供する意思を書面により表示している場合であって、そ
 の旨の告知を受けた遺族が当該臓器の摘出を拒まないとき又は
 遺族がないときは、移植術に使用されるための臓器を、死体（脳
 死体を含む。以下同じ。）から摘出することができる。

附
 
則

 
（経過措置）

第4条
 
医師は、当分の間、第6条第1項に規定する場合のほか、

 ［死亡した者が生存中に提供意思の有無を表明していない場合
 であって、］

 
遺族が当該眼球又は腎臓の摘出について書面によ

 り承諾しているときにおいても、移植術に使用されるための眼球
 又は腎臓を、同条第2項の脳死体以外の死体から摘出することが
 できる。
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関根修正案(平成9.6.16)によって修正された中山案
第6条

 
医師は、死亡した者が生存中に臓器を移植術に使用される

 ために提供する意思を書面により表示している場合であって、そ
 の旨の告知を受けた遺族が当該臓器の摘出を拒まないとき又は
 遺族がないときは、この法律に基づき、移植術に使用されるため
 の臓器を、死体（脳死した者の身体を含む。以下同じ。）から摘出
 することができる。

②
 
前項に規定する「脳死した者の身体」とは、その身体から移植術

 に使用されるための臓器が摘出されることとなる者であって脳幹
 を含む全脳の機能が不可逆的に停止するに至ったと判定されたも
 のの身体をいう。

③
 
臓器の摘出に係る前項の判定は、当該者が第1項に規定する意

 思の表示に併せて前項による判定に従う意思を書面により表示し
 ている場合であって、その旨の告知を受けたその者の家族が当該
 判定を拒まないとき又は家族がないときに限り、行うことができる。
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臓器移植法改正法案の提出

A案（中山案）

第162回国会衆法第38号・平成17年8月8日提出（同日解散で廃案）

第164回国会衆法第14号・平成18年 3月31日提出（成立）

B案（斉藤案）――12歳以上の者に提供意思表示を認める

第162回国会衆法第39号・平成17年8月8日提出（同日解散で廃案）

第164回国会衆法第15号・平成18年 3月31日提出（廃案）

C案（金田案）――要件の厳格化

第168回国会衆法第18号・平成19年12月11日提出（廃案）

D案（根本案）――15歳未満の者について遺族・家族の承諾を認める

第171回国会衆法第30号・平成21年5月15日提出（否決）

E案（千葉案）――臨時子ども脳死・臓器移植調査会の設置

第171回国会参法第26号・平成21年6月23日提出（廃案）



www2.kobe-u.ac.jp/~emaruyam/

改正臓器移植法

第
 
6 条

 
医師は、次の各号のいずれかに該当する場合には、移植

 術に使用されるための臓器を、死体（脳死した者の身体を含む。
 以下同じ。）から摘出することができる。

一
 
死亡した者が生存中に当該臓器を移植術に使用されるため

 に提供する意思を書面により表示している場合であって、その旨
 の告知を受けた遺族が当該臓器の摘出を拒まないとき又は遺
 族がないとき。

二
 
死亡した者が生存中に当該臓器を移植術に使用されるため

 に提供する意思を書面により表示している場合及び当該意思が
 ないことを表示している場合以外の場合であって、遺族が当該
 臓器の摘出について書面により承諾しているとき。

2 前項に規定する「脳死した者の身体」とは、脳幹を含む全脳の機
 能が不可逆的に停止するに至ったと判定された者の身体をいう。
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改正臓器移植法

第6条
3 臓器の摘出に係る前項の判定は、次の各号のいずれかに該当す

 る場合に限り、行うことができる。

一
 
当該者が第1項第1号に規定する意思を書面により表示してい

 る場合であり、かつ、当該者が前項の判定に従う意思がないことを
 表示している場合以外の場合であって、その旨の告知を受けたそ
 の者の家族が当該判定を拒まないとき又は家族がないとき。

二
 
当該者が第1項第1号に規定する意思を書面により表示してい

 る場合及び当該意思がないことを表示している場合以外の場合で
 あり、かつ、当該者が前項の判定に従う意思がないことを表示して
 いる場合以外の場合であって、その者の家族が当該判定を行うこ
 とを書面により承諾しているとき。
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改正臓器移植法

第6条
1 死体臓器を移植用に摘出できる場合

①本人の提供意思
 
＋

 
遺族の拒否の不存在

②臓器提供に関する本人意思が不存在
 
＋

 
遺族の摘出承諾

3 脳死した者の身体からの臓器摘出の前提となる脳死判定ができる
 場合

①本人の臓器提供意思
 
＋

 
本人による脳死判定の拒否の不存在

 ＋
 
家族の拒否の不存在

②臓器提供に関する本人意思が不存在
 
＋

 
本人による脳死判定

 の拒否の不存在
 
＋

 
家族の脳死判定承諾
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改正臓器移植法

（親族への優先提供の意思表示）

第6条の2 移植術に使用されるための臓器を死亡した後に
 

提供する意思を書面により表示している者又は表示しよ
 

うとする者は、その意思の表示に併せて、親族に対し当
 

該臓器を優先的に提供する意思を書面により表示するこ
 

とができる。

［同旨の規定はB案にもあった。］
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改正法では脳死は一律に人の死か

◆No. 人の死の定義はどこにも規定されていない。あるのは，
 移植用臓器を死体から摘出する場合に脳死判定を実施するこ
 とができる場合について要件を定める規定。

◆現行法では，脳死判定に関して，本人がそれに従う意思を表
 示していた場合に，その実施が認められている。改正法では，
 本人がそれを拒む意思を表示していなければ，その実施は認
 められる。現行法と改正法で異なるのは，現行法では，本人
 が脳死判定について積極的にその実施を認める意思表示が
 必要とされるのに対して，改正法では，本人の拒否がないこと
 で足りるとされる点である。換言すると，脳死判定の実施に関
 して当事者が意思を表示していない場合の原則的取扱いを，
 現行法では脳死判定実施不可とするところを，改正法では脳
 死判定実施可に変更するということである。
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脳死判定の実施（本人の臓器提供がある場合）

本人の意思表示 現行法の取扱い 改正法の取扱い

脳死判定に従う
 意思を表示

実施可 実施可

脳死判定に関して
 意思表示なし

実施不可 実施可

脳死判定を拒む
 意思を表示

実施不可 実施不可
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改正法の施行に向けた検討課題（H21.9.15.臓器移植委員会）

Ⅰ．親族への優先提供に関する課題

１．親族の範囲について

２．親族への優先提供意思の取扱いについて

３．あっせん手続きについて

Ⅱ．小児からの臓器提供に関する課題

１．小児の脳死判定基準等について

２．被虐待児の取扱いについて

３．15歳未満の者による拒否の意思表示について

Ⅲ．本人が意思表示していない場合における臓器提供に関
 する課題

１．意思表示していないことの確認について

２．有効な意思表示ができない者の取扱いについて
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改正法の施行に向けた検討課題（H21.9.15.臓器移植委員会）

Ⅳ．普及啓発等に関する課題

１．臓器提供意思表示カードについて

２．意思表示登録システムについて

３．普及啓発の対象者と啓発方法について

４．普及啓発の内容について

Ⅴ．その他

１．ドナー適応基準及びレシピエント選択基準の見直し
 について

２．臓器移植に係る体制整備について
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臓器移植法運用指針案の要点

◆親族の範囲――「親族」の範囲については、立法者の意思を踏まえて
 限定的に解釈し、配偶者、子及び父母とすること。

◆意思表示の方法――親族に対し臓器を優先的に提供する意思の表示
 は、移植術に使用されるための臓器を死亡した後に提供する意思に
 併せて、書面により表示することができること。また、特定の親族を指
 定し、臓器を優先的に提供する意思が書面により表示されていた場合
 は、当該臓器を当該親族を含む親族へ優先的に提供する意思表示と
 して取り扱うこと。［レシピエントの公平性の重視←→ドナー意思の尊重］

◆臓器の提供先を限定する意思が書面により表示されていた場合は、
 親族に限定する場合も含め、脳死・心臓死の区別や臓器の別に関わ
 らず、当該意思表示を行った者に対する法に基づく脳死判定及びその
 者からの臓器摘出は見合わせること。［同上］
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【参 考 文 献】

◆丸山「臓器移植法の改正をめぐって―臓器摘出の承諾要件」
 移植（日本移植学会雑誌）44巻特別号『わが国における臓器
 移植の現況と将来展望』S44～S48頁（2009）

◆丸山「臓器移植法と臓器摘出の承諾要件」ジュリスト1339号32 
～38頁（2007）

◆丸山「生体臓器移植におけるドナーの要件――親等制限」城
 下裕二編『生体移植と法』83～96頁（日本評論社）（2009）（当
 初は，法律時報79巻10号30～36頁（2007））

※なお，当日のスライドは後日下記のアドレスの「報告・講演
 記録」に掲出します．

http://www2.kobe-u.ac.jp/~emaruyam/medical/medical1.html
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